
令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について（地理歴史科 歴史総合）

○課題を追究したり解決したりする活動を通して資質・能力の育成
・単元など内容のまとまりを踏まえ、課題を追究したり解決したりする活動の充実
・基礎的・基本的な「知識及び技能」の確実な習得、「社会的事象の歴史的な見方・考え方」を働かせ
た「思考力、判断力、表現力等」の育成、「学びに向かう力、人間性等」の育成

〇主題や問いを中心にして内容のまとまりを踏まえた学習活動、世界とその中の日本を広く相互的な視野
から捉える内容構成、資料を活用した歴史の学び方の習得、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史の考察などの学習指導の改善・充実

１．平成30年学習指導要領の主な改訂のポイント

○学習課題を追究する過程において、考察した知識を関
連付けて概念的に理解することを重視して、地域紛争
と冷戦の関係性について適切に表現することができる
かを問う問題を「知識・技能」を測る観点から出題。

○中東戦争とベトナム戦争の影響について比較し、冷戦
という国際情勢という共通する背景について考察し、
表現する。
【通過率 22.5％】

「考察した知識を関連付けて概念的に理解するこ
と」の問題例（別紙２参照）

〇課題や問いの追究に必要な資料の見通しをもつことは相当数の生徒ができているが、生活や社会の変容
に関わる資料を考察した上で問いを表現することに課題があると考えられる。

〇課題の解決に向けて資料を基に情報を読み取ることや資料を扱う際の留意点を考察することは相当数の
生徒ができているが、課題の解決に必要な資料を取捨選択することや歴史に関わる事象の意味や意義、
特色や相互の関連を考察することや考察した知識を関連付けて概念的に理解することに課題があると考
えられる。

〇近現代の歴史を現代的な諸課題との関わりから考察することや歴史に見られる課題について解決を視野
に構想することに課題があると考えられる。

〇地理的条件を踏まえることや世界と日本の出来事を関連付けることに課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・現代的な諸課題の形成に関わる歴史の学びをこれからの社会の構想に繋げることができるように、
生徒の関心・意欲を喚起する課題（問い）を中心として概念的な理解へと向かうように学習を構造
化すること。

・生徒が資料の特性に着目して課題の解決に生かす資料活用の指導の充実を図るとともに、生徒が
「社会的事象の歴史的な見方・考え方」を働かせて理解したことを表現する指導の充実を図ること。

・近現代の歴史の変化と現代的な諸課題との関係を考察する学習（大項目Ｂ～Ｄの中項目(4)の指導）
を充実すること。

・中学校社会科の各分野の学習成果や、地理領域科目などをはじめとする他教科目とのつながりを見
通した指導の充実を図ること。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト調査）

○学習課題を追究する過程において、課題の解決に向け
て資料を基に情報を読み取ることを重視して、時間を
守るという身近な考え方と歴史との関連性について、
資料を基に考察することができるかを問う問題を「思
考・判断・表現」を測る観点から出題。

○江戸時代末期から大正時代にかけての複数の文書資料
を基に、時間を守るという考え方に関わる情報を読み
取る。
【通過率 76.5％】

「課題の解決に向けて資料を基に情報を読み取る
こと」の問題例（別紙１参照）
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「課題の解決に向けて資料を基に情報を読
み取ること」の問題例 

別紙１（問題例）

歴史総合 大項目Ａ (1) 「歴史と私たち」
時間を守るという身近な考え方と歴史との
関連性について、資料を基に考察すること
ができるかを問う問題。

○江戸時代末期から大正時代にかけての複
数の文書資料を基に、時間を守るという
考え方に関わる情報を読み取る。

【通過率 76.5％】
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「考察した知識を関連付けて概念的に理解すること」の問題例 

別紙２（問題例）

歴史総合 大項目Ｄ(2)「冷戦と世界経済」(ｱ)
地域紛争と冷戦の関係性について適切に表現することができるかを問う問題。
○中東戦争とベトナム戦争の影響について比較し、冷戦という国際情勢という共通する背景について考察し、表現する。

「アメリカ合衆国とソ連の対立」などと回答しているもの
（「冷戦」という言葉の意味を説明しているもの） 【通過率 22.5％】

注：
Ａ（石油）とＢ（金）
の空欄については、選
択形式の別問題として
実施。
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